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介護現場で考えられる緊急時とは？

緊急時の対応
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緊急時とはどのようなことが考えられるか？

転倒→⾻折、打撲、頭部外傷
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緊急時とはどのようなことが考えられるか？

⾷事を詰まらせてしまう→窒息
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緊急時とはどのようなことが考えられるか？

その他→吐⾎、下⾎、けいれん、意識障害、⼼肺停⽌
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緊急時とはどのようなことが考えられるか？

体調不良→発熱、嘔吐、めまい
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● 施設
○ 夜間、職員の⼈数が少ない状態で利⽤者が急変した
○ 施設に医療従事者がいないため、判断に迷う

● 在宅
○ ご利⽤者宅に訪問すると転倒していた など

みなさんの現場でも起こっていませんか？

その他先⽣が思いつきそう
なものを⼊⼒してください
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みなさんの現場でも起こっていませんか？

常に⾊々な場⾯を想定して
基本的な対応を知っておくことが⼤切である
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出典：三重県「高齢者施設等における救急搬送等実態調査（令和 4年1月）集計」https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001005065.pdf（最終
アクセス  2024/3/20）

⾼齢者施設等における
救急搬送等実態調査（令和４年１⽉）集計
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備えが⼤切

● 慌ててしまうのは事前準備ができていない可能性がある

● 体制を整えて、緊急時に備えることが⼤切である



健康状態の把握の重要性
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バイタルサインとは

⽣命の（バイタル）兆候（サイン）

● 体温‧脈拍（⼼拍）‧呼吸‧⾎圧‧⾎中酸素飽和度（Spo2）など
● 利⽤者の現在の⾝体状況や緊急性を客観的に把握したり、正確に伝

達するために重要なデータ
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健康状態把握の重要性

そもそもなぜ介護職が
バイタルを測定する必要があるのか？
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バイタルサインの数値は利⽤者の体質や
持病‧既往歴、測定環境等によって異なる
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介護職は⼀番⾝近な存在と⾔える

⽇々測定するバイタルサインを適切に読み取ることができれば
状態変化や異常の兆候をいち早く発⾒できる
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測定した数値の「⾒える化」が⼤切である

⾼齢者のバイタル測定は、安定している状態の数値が
「⾒える化」されていれば、病気の前兆に気づく可能性が⾼まる
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施設‧事業所内で測定機器‧⽅法を統⼀する

職員によって測定⽅法が異なると、正確なデータの変化が得られず
利⽤者の健康状態を正しく読み取ることができない



バイタルサイン測定のポイント
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バイタルサイン気をつけるポイント

● バイタルサイン測定で、⽇々の変化を知る必要があるため、毎⽇決
まった時間に測定する

● 以下の場合は測定値に影響が出やすいため、それぞれ30〜60分
安静にしてから測定する

運動直後 ⼊浴後 ⾷後 精神的緊張
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● 脈拍（60〜80回∕分）
○ 脈拍数が100回以上/1分間の状態を頻脈、脈のリズムが⼀定ではなく乱れる

状態を不整脈という

● 呼吸数（12〜18回∕分）
○ 呼吸は吸う‧吐くを1回として数える
○ 意識すると利⽤者の呼吸が早くなったり遅くなったりするため、呼吸の測

定を意識させないことが重要である

バイタルサイン気をつけるポイント
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● 体温（36.0〜36.9℃）
○ 体温はわきの下に前から斜め上に向けて体温計の先端を当て、上腕をおろし

てわきを閉じた状態で測定する
○ もし、脇が汗で濡れているようであれば、拭き取ってから測定してする

● ⾎圧（最⼤‧収縮期⾎圧120〜129、最⼩‧拡張期⾎圧80〜84）
○ ⾎圧は⾃動⾎圧測定器で測定する
○ 動脈を圧迫するマシンシェットの端を肘関節から1〜2cmの位置にして、中指

の延⻑線上にエア管の接続部がくるように巻く

バイタルサイン気をつけるポイント
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● 酸素飽和度（99~96％）
○ できるだけ安静な状態で、指を動かさず、呼吸が安定し状

態で測る
○ 指先に絆創膏やマニキュア、むくみや⽩癬があると測定結

果に影響する可能性がある

バイタルサイン気をつけるポイント
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バイタルサインは個⼈差の把握が⼤事

● バイタルサインの測定では利⽤者様⼀⼈ひとりの平常時の
数値を把握することが重要である

● 健康な状態でも基準値外の数値の⽅もいる

● 平常時で体温が36℃未満や脈拍数が60回未満の⽅も珍し

くない
● バイタルサインの基準値の把握とともに、平常時の利⽤者

様⼀⼈ひとりの測定結果を把握することが重要である



急変状態が発⽣したときは？
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利⽤者の意識の状態が悪くなる

急変状態
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呼吸が浅い

急変状態
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脈拍が弱い

急変状態
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強い痛みを訴える

急変状態



©2024 MEDLEY, INC.

急変状態が発⽣した時、介護職にできることは？

こんな症状がでたら
ためらわずに１１９番



©2024 MEDLEY, INC. 出典：総務省消防庁「救急⾞を上⼿に使いましょう」
https://www.fdma.go.jp/publication/portal/items/portal002_japanese.pdf（最終アクセス2024.3.19）
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救急対応⼿順

出典：東京都保健医療局「⾼齢者施設における救急対応マニュアル作成のためのガイドライン」
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kyuukyuu/kourei_kyuukyuu.files/guideline.pdf（最終アクセス2024.3.19）



応急⼿当の⼼得と
情報整理のポイント
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応急⼿当の⼼得

まず慌てない！

まず慌てない！
慌ててしまうと冷静さを失ってしまい状況を悪化させる可能性があるので

深呼吸して、⾃分の気持ちを落ち着かせる



©2024 MEDLEY, INC.

応急⼿当の⼼得

 報告する、判断する

連絡をためらわず医療職へ連絡することが⼤切
介護職でも救急要請が必要と判断すればそこもためらわない
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応急⼿当の⼼得

報告⼿順の確認

キーパーソンや医療職への連絡体制を整えておく
5W1Hでの報告を⼼がける
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応急⼿当の⼼得

 ２⼈以上で対応する、誰かを呼ぶ

１⼈で対応、記録、連絡をすることは難しい
できるだけ早く応援を呼んで２⼈以上の体制を作る
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応急⼿当の⼼得

技術を使う

⼼肺蘇⽣やハイムリック法などが必要であれば迷わず対応をする
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応急⼿当の⼼得

記録する

急変時の状態を時系列でメモを取る
治療のために重要な情報につながる
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急変時は的確に情報を整理し、医療職へ

５W１Hでの情報整理が⼤切

● Who：利⽤者の誰が？
● When：いつから？どんな時に？
● How：どのようにしたか？どのようになっているか？
● What：どの部分を？どの部分が？
● Where：どこで？？どんな場所で？
● Why：どうして？
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利⽤者が転倒しているシーンを想定

● Who：（利⽤者の誰が？）居室101のAさん

● When：（いつから？）〇〇時〇〇分

● How：（どのようになっているか？）出⾎している

● What：（どの部分が？）頭部から出⾎

● Where：（どこで？）ベッド下で

● Why：（どうして？）起き上がった際に転倒してしまった様⼦
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時系列で記録を開始する

● 10:00 居室で倒れているのを発⾒。頭部からの出⾎を確
認。呼びかけにも応じない状態

● 10:02 応援を呼んで、看護師〇〇さんへ報告
● 10:03 バイタルサイン（⾎圧、脈拍）を確認。数値〇〇
● 10:05 看護師〇〇さん到着
● 10:06 救急要請が必要と判断し、119番
● 10:20 救急隊到着




















